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指導の重点

・社会的事象に関する基礎基本の定着をはかる。

・指導内容、板書の構造化を図り、反復学習に取り組ませる。

・各時代の内容をまとめ、的確に表現できるようにさせる。

・言語活動を通して考察を深めさせる。

指導計画
評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 関心・意欲 社会的な思考 資料活用の 社会的事象 評価 モジュー

態度 判断・表現 技能 の知識・理解 方法 ルの内容

地理

４ 日本や世界の地理 日本や世界の地域 日本や世界の地理 日本や世界の地域 ＊発言 ①

月 第１編 的事象に対する関 の諸事象を多面的 的事象に対し、さの特色には、特殊 日本の地域

世界のさま 心を高め、意欲的 ・多角的に考察し、まざまな資料を適 性と共通性があ ＊グルー

ざまな地域 に学習する。 公正に判断し、表 切に選択、活用す り、変容しているこ プ学 習

・地球のすがたを見てみよう 現できる。 ることができる。 とを理解できる。 の発表・②

第１章 ・地球儀と世界地図と比べてみよう まとめ 日本の産業

世界のすが ・地球上の位置をあらわそう ①地球の表面の様 ①世界の地域構成 ①世界の地域構成 ①世界の地域構成

た ・世界の国々と地域区分 子について、世界 について、大陸との基本的な枠組み について、大陸と＊発表

・おもな国々の国名と位置 を構成する大陸と海洋の分布、地域 をとらえるために、海洋の形状や分

海洋の分布、緯度 区分を基に考察 地球儀や世界地図 布、またおもな国 ＊授業ま

と経度による位置 し、その過程や結 の長短を踏まえて 々の名称と位置の とめ

関係、世界の地域 果をレポートや略 読み取り、有用な 知識を身に付ける

区分、おもな国々 地図などで適切に 情報を適切に選択 とともに、緯度や経 ＊レポート

の名称と位置など 表現している。 している。 度について理解 提出

世界の地理に関す し、その知識を身

る関心が高まって ②様々な世界地図 ②世界の地域区分 に付けている。 ＊提出物

いる。 が考案される理由 や国境、おもな国

や世界の地域構 の名称や位置につ ②様々な世界地図 ＊定期考

②世界全図の略地 成、地域における いて、地球儀や世 の長短について理 査

図を自分なりに工 気温の違いを緯度 界地図などを読み 解し、球面と平面

夫して描く活動に と経度を基に考察 取り、地球上の位 の違いを大まかに ＊小テスト

意欲的に取り組ん し、その過程や結 置を緯度と経度で 説明できる知識を

でいる。 果を論述や地図な 示したり、地図上 身に付けている。

どで適切に表現しに描き込んだりす

ている。 ることができる。 ③世界の地域構成

について、地域区

③世界の略地図を 分を理解し、その

赤道や本初子午 知識を身に付けて

線、大陸の形状や いる。

海洋との位置関係

を踏まえて描いて

いる。

５ 第２章 ・雪と氷の中でくらす人々 ①世界各地の人々 ①世界各地の人々 ①世界各地の人々 ①世界の人々の生

月 世界各地の ・寒暖の差が激しい土地にくらす人々 の生活と環境の多 の生活と環境の多 の生活と環境の多 活や環境が多様 ⑤地球の

人々の生活 ・温暖な土地にくらす人々 様性について、自 様性について、自 様性に関する写真 で、その暮らしが すがた

と環境 ・乾燥した土地にくらす人々 然及び社会的条件 然的条件、社会的 や統計資料、文献 変化していくのは、

・常夏の島でくらす人々 と関連付けた人々 条件と関連付けた などの様々な資料 自然的条件や社会

・山にくらす人々 の生活の様子とそ 人々の生活の様子 から、自然環境の 的条件によること ⑥世界の

・低い土地にくらす人々 の変化を基に意欲 とその変容を基に 違いや社会的条件 を理解している。 すがた

・人々の生活に根ざす宗教 的に追究し、とらえ 自分たちの生活との違いに関する有

・伝統的な生活とその変化 ようとしている。 比較しながら考察 用な情報を適切に ②世界各地の多様

し、その過程と結 選択し、世界各地 な生活や文化、自 ⑦世界各地

②世界の人々の生 果を適切に表現しの人々の生活と環 然環境などについ の生活と環

活の多様性を生み ている。 境の多様性につい て、地球儀や世界 境（１）

出している自然的 て読み取ったり図 地図を用いて示す

条件及び宗教や伝 ②同じ地域におけ 表などにまとめた ことができる知識

統的文化などの社 る過去と現在の生 りしている。 を身に付けてい

会的条件に関心を 活の比較から、そ る。

高めている。 の変容がどのよう②過去と現在の生

な条件によるのか 活を比較し、その ③世界各地には、
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③世界各地の人々 を考察し、その過 変容の違いを写真 様々な宗教やその

の多様な生活の営 程や結果を発表な や映像資料から読 広がり、宗教との

みや異なる文化の どで適切に表現しみ取っている。 かかわりの深い生

存在を尊重する態 ている。 活が営まれている

度を身に付けてい ③世界的に広がる ことを大まかに把

る。 おもな宗教の分布 握し、具体的に説

の様子を主題図か 明できる知識を身

ら、気候の違いを に付けている。

雨温図などから読

み取っている。

④世界各地に広が

る様々な生活の姿

を調べるための資

料として、地図帳を

適切に活用する方

法を身に付けてい

る。

６ 第１章 ・歴史学習のはじめに 歴史を学ぶ意義を 歴史的な視野から各時代に当てはめ 歴史学習の探求的 ⑧世界各地

月 歴史のとらえ ・歴史の大きな流れを見てみよう 理解し意欲的に学 事物・事象の意味 事物や事象をまと方法を理解する。 の生活と環

方 ・歴史の調べ学習をするには 習する。 や意義を捉えるこめることができる。 各時代を年表まと 境（２）

とができる。 めることができる。

①日本の歴史の大 ①日本の歴史の大 ①日本の歴史の大 ①時代の大きな移

きな流れや時代の きな流れや各時代 きな流れや各時代 り変わりに気付くと ③古代～

特色を考察し、そ の特色に関する様 の特色に関する様 ともに、年代のあら 安土桃山

の過程や結果を適 々な資料を収集 々な資料を収集 わし方や時代区分

切に表現してい し、適切に選択しし、適切に選択しについて理解して

る。 てその過程や結果 てその過程や結果 いる。 ④江戸時代

をまとめている。 をまとめている。 ～現代

第２章 １節 文明のおこりと日本の成り立ち ①世界の古代文明 ①古代文明の特色 ①古代における国 ①日本列島におけ

古代までの ・世界の古代文明と宗教のおこり や宗教のおこりに や宗教のおこり、家の形成、天皇・る人々の生活の変

日本 ・日本列島の誕生と縄文文化 関心を高め、古代 日本列島における 貴族の政治の展開 化、古代国家の形

・弥生時代と邪馬台国 までの日本の大き 人々の生活の変化 のあらましや文化 成のあらましにつ

・大王の時代 な流れについて意 について、多面的・などについて、様 いて、東アジアを

欲的に追究してい 多角的に考察し、々な資料を収集 中心とした世界の

７ ２節 古代国家の歩みと東アジア世 る。 その過程や結果を し、有用な情報を 歴史を背景に理解 ⑯人類の始

月 界 適切に表現してい 適切に選択して、し、その知識を身 まりと文明

・聖徳太子の政治改革 ②現代に残る古代 る。 読み取ったり図表 に付けている。

・大化の改新 の文化遺産に関心 などにまとめたりし

・律令国家の成立と平城京 を高め、それらを ②古代までの日本 ている。 ②古代における文 ⑰日本の

・奈良時代の人々のくらし 尊重しようとしてい の大きな流れにつ 化の特色につい 成り立ち

・天平文化 る。 いて、多面的・多 て、東アジアとか

・平安京と東アジアの変化 角的に考察し、そ かわらせて理解

・摂関政治と文化の国風化 の過程や結果を適 し、その知識を身 ⑱飛鳥時代

切に表現してい に付けている。

る。

９ 第３章 １節 武士の台頭と鎌倉幕府 ①武家政権の成立 ①武家政権の成立 ①中世の政治の展 ①武家政権の成立 ⑲奈良時代

月 中世の日本 ・武士の成長 と武家社会の発 と武家社会の発 開、経済の発達とと武家社会の発

・武士政権の成立 展、諸産業の発達 展、諸産業の発達 社会の変化、文化 展、諸産業の発達

・武士と民衆の生活 と民衆の成長、東 と民衆の成長、東 の広がりに関する と民衆の成長を、 ⑳平安時代

・鎌倉時代の文化と宗教 アジア世界とのか アジア世界とのか 様々な資料を収集 東アジア世界との

かわりに対する関 かわり、文化の特 し、有用な情報を かかわりを背景に

２節 東アジア世界とのかかわりと社 心を高め、意欲的 色などについて、適切に選択して、理解し、その知識 ㉑古代から

会の変動 に学習している。 多面的・多角的に 読み取ったり図表 を身に付けてい 中世へ

・モンゴルの襲 来と日本 考察し、その過程 などにまとめたりしる。

・南北朝の動乱と室町幕府 ②日本の伝統文化 や結果を適切に表 ている。

・東アジアとの交流 に対する関心を高 現している。 ②中世の文化の特

・産業の発達と民衆の生活 め、今日に残る中 色と、その中に現

・応仁の乱と戦国大名 世の文化や文化財 在に結び付くもの

・室町文化とその広がり を尊重しようとして が見られることに

いる。 気付き、その知識
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を身に付けてい

る。

1 0 第３章 １節 アジア州 ①世界の諸地域の ①設定した課題を、①世界の諸地域の ①世界の諸地域の ㉒元の襲 来

月 ・アジア州をながめて 様々な地理的事象 地域の環境条件や 地域的特色をとら 自然環境、産業、 ～室町幕府

・経済成長がいちじるしい中国とインド を見いだし、地域的 他地域との結び付 えるため、地図、新 生活・文化、歴史的

世界の諸地 ・休息に変わる東南アジア 特色に対する関心 き、人間の営みと聞、写真、紀行文 背景などについて

域 ・多様な民族と経済成長 を高めている。 のかかわりから、や国家単位の統計 概観し、その結果 ㉓下克上と

多面的・多角的に など、様々な資料 として基礎的・基本 民衆の力

２節 ヨーロッパ州 ②世界の諸地域の 考察している。 を収集している。 的な知識を身に付

・ヨーロッパ州をながめて 地域的特色を理解 けている。

・ヨーロッパ文化の共通性 するための適切な ②世界の諸地域の ②収集した資料か ⑨アジア州

・進むヨーロッパ統合 課題を設 定し、意 地域的特色が、そ ら、世界の諸地域の ②地域の環境条件

・ヨーロッパの課題とロシア連邦 欲的に追究してい れぞれ世界的視野 地域的特色につい や他地域との結び

る。 から見てどのようて有用な情報を適 付き、人間の営みと

1 1 ３節 アフリカ州 な地域的特色なの 切に選択して、読 のかかわりなどか

月 ・アフリカ州をながめて か、一般的共通性 み取ったり図表な らとらえた、世界の

・・アフリカの産業と新たな開発 と地方的特殊性の どにまとめたりして 諸地域の地域的特

・アフリカの課題と展望 視点から追究し、といる。 色を理解し、その

らえている。 基礎的・基本的な

４節 北アメリカ州 ③地球儀、世界地 知識を身に付けて

・北アメリカ州をながめて ③世界の諸地域の 図、地図帳、衛星 いる。 ⑩

・広大な国土と工業化した農業 地理的事象につい 画像などを有効に ヨーロッパ州

・工業の発展と工業地域 て、地域の変容の 活用し、学習成果 ・アフリカ州

・アメリカで生まれた生活・文化 視点からとらえ、地 を世界地図上や略

域の課題や将来像 地図上に表してい

1 2 ５節 南アメリカ州 について考察して る。

月 ・南アメリカ州をながめて いる。

・自然環境と共生する人々

・開発の進行とその影響 ④学習テーマの追

究やまとめなどの ⑪

６節 オセアニア州 各過程において、 北アメリカ州

・オセアニア州をながめて 論述したり、意見

・資源によるアジアとのつながり 交換したりするな

・人々によるアジアとのつながり ど、言語活動に留

意した適切な表現

をしている。

１ 第４章 ・調査テーマを決めよう ①学習した地理的 ①世界の様々な地 ①人々の伝統的な ①世界の様々な地 ⑫

月 世界のさま ・調査の準備をしよう 事象や日常の生 域又は国の人々の 生活と文化、自然 域の調査につい 南アメリカ州

ざまな地域 ・調査しよう① 国の調査 活、報道などによ 暮らしの地域的特 的条件や社会的条 て、位置や環境条 オセアニア

の調査 ・調査しよう② 地域の調査 る話題などの地理 色について、その 件、歴史的背景、件、人間の営みな 州

・調査のまとめをしよう 的事象に関心を高 共通性や異質性な 他地域との共通性 どと関連付けて考

・調査の発表をしよう め、設 定した課題 ど多面的・多角的 や異質性、結び付 察し、調査した地

を意欲的に追究 に考察し、なぜそ きなどに着目して、域の地域的特色を

し、とらえようとして のような多様な生 調査対象の地域的 理解し、その知識

いる。 活を営んでいるの 特色に関する資料 を身に付けてい

かを論述や図表な を収集している。 る。 ⑬世界の

②設定した課題の どで適切に表現し さまざまな地

解決に向けて、世 ている。 ②収集した各種の ②世界の様々な地 域

界の様々な地域の 地図や統計資料、域の調査につい

調査を行う際の視 ②世界の様々な地 書籍やインターネ て、地域調査を行

点や方法を基に地 域の調査を行う際 ット、写真、旅行経 う際の視点や必要

域を調査し、地域 の視点や方法を多 験者の体験談など な資料の所在、様

的特色を明らかに 面的・多角的に考 の情報から、有用 々な地図の多様な

することに関心を 察し、調査活動の な情報を適切に選 活用の仕方、調査

高め、それを意欲 過程やその結果を 択し、その地域的 結果をまとめる際

的に追究し、とらえ 適切に表現してい 特色について読み の基本的な記述の

ようとしている。 る。 説き、関連付けな 仕方について理解

がら整理している。し、その知識を身

に付けている。

③調査結果のまと

めの学習活動にお

いて、統計資料を

地図上に適切に表

現したり、地図を活
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用してその内容を

示したりするなど、

適切に表現してい

る。

④調査結果の発表

において、発表方

法を適切に選択

し、内容をわかり

やすく発表してい

る。

２ 第２編 ①日本の国土に対 ①日本の位置と領 ①地球儀や世界地 ①世界的な視野か

月 日本のさま する関心を高め、域の特色を、世界 図を活用して、簡 ら日本の領域の特

ざまな地域 日本の位置と領 的な視野から多面 単な時差の計算が 色と変化を理解

域、都道府県の構 的・多角的に考察 できる。 し、その知識を略

第１章 ・日本の位置を調べよう 成と地域区分を意 し、簡単な説明文 地図に描くことがで ⑭日本の

日本のすが ・日本の領域の特色を見てみよう 欲的に追究し、日 にまとめるなど適 ②日本の略地図を きる。 すがた

た ・各国の標準時と日本との時差 本の地域構成を大 切に表現してい 自分なりに工夫し

・いろいろな見方で都道府県を見よう まかにとらえようとる。 て描いている。 ②標準時と時差の

・日本をいくつかの地域に分けよう している。 しくみについて理

②標準時と時差の ③日本の地域構成 解し、その知識を

②日本の略地図を しくみを通して、地 を、地図を活用し身に付けている。

自分なりに工夫し球上における日本 て適切にとらえて

て描く活動に意欲 と世界各地との位 いる。 ③都道府県と県庁

的に取り組んでい 置関係をとらえて 所在地の名称と位

る。 いる。 置を地図上で確実

に身に付けてい

る。

３ 第２章 １節 ①四季の変化に地 ①ときに生命や財 ①地球儀、地図（一 ①世界的視野から ⑮日本の自

月 世界から見 ・世界から見た日本の自然環境 域差があるなど、産を奪い、人々の 般図や主題図）、統 見て日本は山脈の 然環境

た日本のす ・日本の山地と海岸 日本の地形や気候 生活に影響を及ぼ 計資料などから、連なる造山帯に位

がた ・日本の川と平野 は、世界各国と比 す自然災害を、日 日本の地形の特色 置し、季節風の影

・世界から見た日本の気候 較して複雑である 本の自然環境や人 や気候区の分布を 響を強く受けてい

・自然災害と防災への取組 ことに関心を持ち、間活動と関連付け 読み取ったり、白 ること、日本全体

意欲的にとらえようて、多面的・多角 地図や雨温図など の視野から見て国

としている。 的にとらえ、災害を にまとめたりしてい 内の地形や気候の

防止するための努 る。 特色や分布には地

力や工夫について 域差があること、

考察している。 暮らしに影響を与

える様々な災害が

あることを理解し、

その知識を地図上

で身に付けてい

る。


